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北海道開拓記

念館

札幌から東へおよそ15量m一温帯と亜寒帯の植生が混

りあう原生林を背後に控えた札幌市白石区厚別町下野

幌の丘の上に北海道開拓記念館が建っている.地元

で造られたという赤煉瓦を外壁にした延床面積

12,945.04m2のこの建物は春から夏にかけての緑の

中でも秋の紅葉の中でもそして厳しい白銀の世界

にあっても美くしくあたたかいたたずまいを見せてい

る.札幌駅前からバスで40分それから徒歩で20分も

がカニることカミあるこの記念館を訪ずれる人は多く昭穐

47年度の入館者数は312,591名に達したという.普及

課長の矢野牧夫氏は｢昭和46年4月15目に開館以来見

学を目的とした入館者カミなかった目はあ.りません.

吹雪の目に交通カミとだえた時などは職員の車で来館者

をお送りしたこともありました｣と､語った.森林公

園の中にあるとはいってもとくに立地条件がよいとも

いえ放いこの記念館をこれほど多くの人が吹雪の目

でさえも訪ずれるのは一体な晋だろう.確かにこ

の種の建物カミこれまで北海遣にはなか?たことや北海

道開拓100年を記念して建てられたことからみれば入

館者が多いのもうなづけそうである.

しかしこれだけ多くの人たちが訪ずれるのは自分

たちの生活の場の移り変りの実態を知りきびしい自然

条件に打勝ちつつそれに1頂応しかつ絶えず前進する

ための何かを創造し改造しながら荒涼の地の開拓に成

功した先人たちの生き方を見つめ今後の北海道はいか

にあるべきかを考えようとする人たちに露出展示を中

小村幸二郎

心として積極的に応える展示･陳列が特別のテｰマ

によって行なわれているからではなかろうか.いわゆ

る従来の網羅的展示･陳列を主とする博物館的内容を

可能な限り拒否し人間の生活とその生活の場との深い

かかわりあいを中心的テｰマとしそれに従って物を展

示･陳列し入館者の知識欲に応えるとともに未来に

ついて深く考えさせるという手法がこの記念館の存在

価値を高めそして多くの人カミ訪ずれる根本的理由に

なっているように思える.展示費用だけでもおよそ

3億3千万円を要したといわれる展示･陳列が北海道

における人間生活のはじまる以前から未来像にわたる7

テｰマによって行政われていることからみれば誰もが

このように思うだろう.そしてここを訪ずれる人は

恐らく例外たく正面に立つ鶴のブロンズ像を見た時

館内の展示･陳列のあり方と北海道開拓記念館のもつ

意義を感じとるにちがいなレ).

群林公園バス停に降り立つと静かな丘の上にひっそ

りと建つ北海道開拓記念館カミ白銀の中に美くしい姿

を見せていた(第1図)･原生林に沿って登る道は不

思議校ことに乾ききって㌣･る･人影もなれけぱ走り

第1図北海道開掬記念館の遠望

第2図｢羽ばたき｣正面玄関前に立つブロン

ズ像で鶴が天に向って羽ばたく様を形

とってある�
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抜ける自動車もない.足音を打消すように

鳴らして冷たい風が吹き抜けてゆく.

原生林を

基礎部とはこの反響を見こして

められたのだろう.

形･大きさなどが決

正面玄関前に妙な形をしたブロンズ像カミ立ち赤煉

瓦の建物と原生林との接点にでもなっているように全

体の景観を見事に引き締めている(第2図)一真冬の北

海道に渡来する典型的な鳥として知られる鶴またア

イヌ民俗舞踊の一つ｢鶴の舞｣の素朴さの中にも人の

心をうつ美しい鶴の姿に感銘を受けて新製作協会会員

の山内壮夫氏が制作したみごとなブロンズ像である.

天に向って羽ばたくこの鶴はまるで無限に発展する

北海道の姿ときびしい冬の寒さの中にあって優美に

舞いそして訪ずれることを決して忘れまいとする人

の心を象徴しているようだ.｢羽ばたき｣と名付けら

れたこの像の前で手を打ってみると不思議校ことに

鳥が羽ばたく音とまったく同じように反響した.恐

らくこのブロンズ像を支える柱と雪の結晶を形どった

ノ･メコロシの高いガラス窓を通す光で明るい玄関ロビ

ｰの両側に大形動物の骨格模型が左右に1体づつ

展示されており正面には北海道を象徴する雪の結晶

を表現する美事なタペストリｰが飾ってある(第3

456図).カウンタｰ式の受付に立つお嬢さんの

コバノレトブノレｰの鮮やかな色は赤煉瓦の壁の色彩や展

示物などの色彩を考慮して決められたのだろうが雄大

た北海道の天空を想わせるさわやかな色である(第7図).

第4図玄関口ビ』から見た正面玄関八メコロシのガラ

ス窓か2階の高さまでありロビｰを明るくして

いる玄関(中央)の両側には椅子力茎並んで

いて休息の場と放っている

第3図正面玄関旗樟の手前に立っているのは｢羽ばたき｣の像

第5図忠類産ナウマン象化石の復原･複製ロビｰ左側に展示してあり

には恐竜アロサウルスの化石の復原･複製ポ展示してある

右側

第6図ロビｰ正面のタペストリ雪の結晶を表わす模

様で作ってある�
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この受付を左へ曲ると展示への導入部に当る広い空

聞があり人工衛星が撮影した北海道地域の写真を巨大

･に引伸したものを展示物の一つとした壁面をバックに

北海道の立体地形模型カミ置かれ頭上には北海道の冬

のきびしさを象徴する雪を表現している金属製のパイプ

が無数に吊されている(第8図).広くそして高い吹抜

けの空聞にどっしりとした展示物こまごまとした展示

物や解説を一切省いたこの象徴的空間はもっとも新し

い展示の手法によって北海道の自然のきびしさと先人

の苦労とを卒直明快に表現しているようである.

展示は常設展示･特別展示･収蔵展示に大別されて

いる.

常設展示は3,000m2の面積を占め下記のテｰマと

約2,000点の展示物によって行なわれている.

:北の夜明け:先住の人びと:新天地を求めて

:開けゆく大地:産業のあゆみ:北のくらし

:新しい北海道

｢北の夜明け｣をテｰマとする展示のはじめはナウ

マン象化石の分布図と化石の産出状態･牙･酋のレプリ

カなどである(第9図).牙のレプリカ作成費が20万円

歯のレプリカ作成費カミ7万円ということだが今では

とてもこの価格では作れないだろう.それにしても

匁晋象を最初の展示物にしてあるのだろうか.もし

かしたら｢象は熱帯圏にしか棲んでいない｣という先

入観にとらわれているにちがいない入館者の心理を逆用

して展示効果を挙げ入館者の郷土の変遷に関する興

味をかきたてるための演出がもしれない.

このコｰナｰには寒帯の動物を主とするジオラマカミ

幾つかあるがそうした動物の動きには細心の注意が払

第7図受付風最常設展示は左奥(暗くみえる部分)からはじまる

われていて美しさの中に生態学的知識の普及に大

きな役割を果している.

｢先住の人びと｣をテｰマとする展示の中心は

アイヌの象と生活の様子の一部を再現した展示物である.

実物大の家の中には等身大の人物模型や調度品が置かれ

軒先近くには鯨の干物さえ展示されている.今は

完全に干乾びて魚の臭も完全に失せているカミ展示当

初は生臭くて大変だったらしい.

しかし干物の作り方を知ら粧い人やたとえ作って

も乾場さえない都会に住む人たちにとっては魚の生臭

さは案外古い良き時代を偲ばせる何より優れた展示

物の一つかもしれないしまた都会っ子にとっては

働くことの尊さを教える得がたい教材の一つかもしれた

い.展示物を見ていてまず気がつくことは既設の博

物館で採用されている展示とは異なって手で触れるこ

とによって損傷を受けやすい貴重な物は別として多く

第8図

テｰマ展示への導入部

に当る空間左壁の写

バイブ｡が吊されている

第9図

｢北の夜明け｣をテｰ

マとする展示のはじま

りナウマン象の姿態

図化石分布図化石

化石産出状態を示すレ

プリカが露出展示して

ある�
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ずかしい.大地を開くことは必要である.しかし

それはあくまでも人々の生活の物心両面にわたる豊か

さを確保しそして生命を永らえるという絶対条件を

満たすものでなければならない.

｢産業のあゆみ｣をテｰマとする展示は明治初

期から昭和初期までの産業の変遷を中心に漁業･農業

･林業･鉱業･工業に用いられた機器類やそれらの使用

状況を示す写真や造形物などによって行なわれている.'

木材を乗せた棲を曳くたくましい馬を中心にしたジオラ

マは北海道開拓の主役が馬であったことを卒直に物

語っておりこれらの馬に対する道民の敬意は記念ホ

ｰノレの一角に蹄鉄の壁を設けることによって表わさ

れている.

後志地方の泊村の練漁の様子を中心としたジオラマは

決して大規模ではないが往時の般賑を想わせ線の一

匹に至るまで構成するすべての物は精巧に作られて

いる.

恐らくこのジオラマを見る人たちの多くはジオラ

マの製作費がいかに高いかに気がつかないかもしれない.

このコｰナｰの一角には模擬坑道があり(第14図)

この坑道を通り過ぎるとウォｰノレケｰスの申に北海

道産のおもな鉱石カミ鉱床分布図･鉱山の風景写真･使

用器具類と一緒に展示されている(第!5図).一見

標本の少なさが気にたらなくもたいがこの展示は多

分収蔵展示への導入部としての役割を果しているの

であろう.

｢北のくらし｣をテｰマとする展示は過去100年

間の生活の移り変りを生活用具･衣類･生活状況を示

す写真などによって行なわれている.今はもう道内で

もほとんど見られなくなったダルマ･ストｰブのある客

車内部を示す大型展示物は職業や貧富の差を示してい

ると思われる様々の服装をした老若男女の等身大乗客

像とともに過ぎ去った日の姿をみごとに再窺してい

る.ナレｰションは地元の方言でなされているので

完全には聞きとれないこともあるカミそれだけに一層の

親しみを感じさせる.どの人物像を見ても実におだや

かた顔付なのはこの時代には富者も貧者も逆境の

中でさえ善に満ちた心をもってそれたりの平和な暮し

を送っていたことの表われなのかもしれない.

｢新しい北海道｣のテｰマは過去の遺産であり

そして未来への出発点である現在の姿を3面のスク

リｰンに画き出される映像によって表現するいわゆる

映像展示によってうたわれている.3台の映写機と11

台のスライド･プロジェクタｰは完全自動になってお

り変化に富む美くしい画像をスグリｰンｰ面にま

一たは断続的に画き出していた.

映像展示設備は近年新しい展示法の一つとして

新設の博物館たどでは積極的に採用されている.展示

物がなくしかも映画やスライドを中心にするという

一ことでむだに思われそうなこのような室は講堂や集会

場など多目的に使えるし映像設備はミクロの世界を

巨大化して見せるなど一般の標本による展示では不可

能た展示を可能にするという点でも重要な役割を果す.

特別展示は年に2～3図それぞれ30～50目の期間で

面積500m2の独立した特別展示室で行なわれている.

昭和47年度の特別展示観覧者数は39,824人で展示内容

によって観覧数にはかなりのひらきがあるらしい.

地質学関係の特別展示としてはアンモナイト展北海

道地図合音展など興味深い展示が行なわれたことがあ

る.

常設展示を見てさらに深く知りたい意欲をもった人や

研究者のために収蔵展示カミ行なわれている.400m2

の収蔵展示室には約5,OOO点の各種の資･試料が整

然と展示されている(第16171819図).地学関係

第14図｢産業のあゆみ｣の部分に作られた模疑坑道と炭車を

引張ったバッテリｰガｰ

第15図鉱石や鉱山用具鉱山分布図などの展示�
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策16図収蔵展示の一部にある古地図類特製

のバインダｰに入れて見やすく展示

面積を節約できるように工夫されてい

る

第17図収蔵展示の地学部門にあるアンモナイト化石

と写真下の引出しには交換用･研究用の標

本が入っている

になっている.

どにはあまり設けられていないが

た物の性質を知る上において

心を養う上において

える.地質系の標本館などでは

割れ方など様々の性質に関する知識と体験を収得さ世

る上でこのようた室は必要にちがいない.

標本館や博物館においては多種多様かつ多数の標本

類をどのように収蔵すればよいかがその任務を全う

する上においてまず解決されなければならない問題とな

るが本館においては380m2の恒温･恒温室を含む

1,700m2の収蔵庫カミ設けられ約32,000点の資･試料カミ

第18図収蔵展示の一角にある昆虫標本木製

の標本棚の中に交換用･研究用の標

本が入っている

の展示物とし七もっとも興味をそそ

られるのは主として炭田地帯から

産出したアンモナイト化石と地図類

である.

収蔵展示用の資･試料は一定期

間の展示を終って交換されており

交換用資･試料のほとんどは第16

～第19図でも分るように下段の引

出しに納められているカミ普通の状

態では損傷されやすい貴重な古文書

や衣類などは恒温･恒温状態にあ

る収蔵庫に納められている.

以上の展示室のほかに体験学習室

カミある.面積120㎜2のこの室内

には農機具その他多種多様の展

示物があり観覧者は自由に展

示物を実際に動かしたり叩いたり

壊したり組立てたりできるよう

こうした室と設備は従来の博物館な

物の原理を学びま

とくに児童たちの科学

重要な役割を果しているように思

岩石や鉱石の重さや

第19図

鷲展示の一飲ある故書の展示�
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種類別に分類収蔵されている.

以上の展示のほか講演会･講習会･映画会などカミひ

んぱんに行なわれており科学に関する知識の普及に大.

きな成果を挙げているカミ情報サｰビスの一つとして

文献や資料のコピｰサｰビスも計画されている.

本館は北海道庁生活環境部の所属機関になっており

次のような機構によって運営されている.たお昭和

48年度の定員は45名であったがその他16名の非常勤職

員の女子カミ主として受付･案内等に従事している.

開拓記念館長一副館長一

一事業部一

一企画課

一普及課

一展示課

一111一｣三籔蟻

北海道開拓記念館にっいてそのあらましを述べてき

たカミ大規模で内容カミ充実ししかも過去をふり返り

過去の遺産である現在を見つめそしてこれらを基盤

とする未来の発展への期待がこめられているこの立派な

建物のすべてを語りつくすことはこの少たい紙数では

むずかしく舌足らずの紹介文になってしまった.

見学を終えて表へ出た.葉をすっかり落した原生林

をわずかに鳴らして冷たい恩が吹き抜けてゆく.乾

ききった道路を美しい開拓記念塔へ向って歩いてみ

たが開拓記念館のはずれでその道路は深い雪の下に

なっていた(第20図).

バス停への遺すがら近年急速に数を増している博物

館等について考えていた.博物館が文教面で大き狂

役割を果していることは疑ない事実でありそうした意

味でも博物館の増加は喜ばしい現象であろう.し

かし古くから欧米諸国が素晴しい博物館をもってい

たのにくらべて日本では博物館を主体とする活動があ

まりにも貧弱であったことを想うときそして博物館

設立の意義が偉大枚先人の遺産を守り伝へ研究して

将来への糧とすることにあることを想うときむしろ

博物館活動の貧困さはその国の平穏な姿を象徴してい

ると思えないことも校い.

であると考えられたいだろうか.こういう見方カミ成立

つとすれば隣国と遠く海を隔てる日本において世界的

な博物館が設置されていなかったということは国士全

体が博物館的要素をもっていたということになるのでは

なかろうか.近年の博物館あるいは博物館類似の建物

の著しい増加をこの裏面から見ればこういう建物を積

極的に建てて遺産を保存しなければ柱ら狂いほど国士

全体が博物館的性格を､急速に失ないつつあることを物

語っているように思えて注らないしまた人手に触れ

ないままの先人の遺産を訪ねるだけのゆとりがないこ

とを示しているように思えて在ら狂い.

現在の世相からみれば国士の開発はさらに進むにち

がいない.そして国士を知り先人の遺業を知り

より豊かな生活を保つための糧の一つとしてそれらを将

来に役立てようとするたらぱ可能な限りより大きく

より内容の充実した博物館や標本館を設置して古くか

らの遺産を守り研究し役立て後世に伝える努力が

必要であろう.

たとえばヨｰロッパの代表的博物館は建物といい展

示物といい古い伝統をもつだけに素晴しいがそう

した博物館をもっている国の多くが隣国と国境を接し

度重なる動乱を経験していることに目を向けたとき博

物館の存在とその建設時期ξがその国が不穏な状勢下

にあったことと先人の遺産を守る手段と.しての表われ

開拓100年を記念に未来の発展への知識の足がかり

にたることを念じて建設された北海道開拓記念館には

こうした意味を含めて学ぶべき点が数多くあるように

思える.

時間的にゆとりの少ない入館者の多くは陳列･展示

物などの珍しさや美しさだけにひかれがちであるが

晋ひそうしたものの意義や資･試料の収集･整理･研

究･展示などに日夜努力している人達の懸命な姿にも

目を向けていただきたいと思う.

(筆者は鉱床部)

第20図開掘記念館の近くに建っている開拓記念塔�


